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目
　
　
次

�

ペ
ー
ジ

規

則

〇
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
中
小
企
業
支
援
室
）　
　

一

告

示

〇�

令
和
元
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
三
十
三
号
（
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
等
条
例
に�

基
づ
く
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
）
の
一
部
改
正�

（
職
員
厚
生
課
）　
　

一

〇
平
成
八
年
宮
城
県
告
示
第
五
百
六
十
二
号
（
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
等
条
例
に

基
づ
く
介
護
補
償
の
額
）
の
一
部
改
正�

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
公
印
の
廃
止�
（
県
政
情
報
・
文
書
課
）　
　

二

〇
公
印
の
新
調�

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
管
理
理
容
師
及
び
管
理
美
容
師
資
格
認
定
講
習
会
の
指
定�

（
食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
）　
　

三

〇
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
の
実
施�

（
産
業
立
地
推
進
課
）　
　

四

〇
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧
（
八
件
）�

（
都
市
計
画
課
）　
　

四

〇
都
市
計
画
事
業
の
認
可�

（　
　

同　
　

）　
　

六

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可�

（
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

六

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可�

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

六

人
事
委
員
会

〇
第
七
十
五
回
宮
城
県
職
員
採
用
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）
の
実
施�

　
　

七

〇
宮
城
県
職
員
採
用
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
・
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
（
第
一
回
））

の
実
施�

　
　

七

〇
宮
城
県
職
員
採
用
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
・
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
（
第
二
回
））

の
実
施�

　
　

七

〇
第
七
十
五
回
宮
城
県
職
員
採
用
試
験
（
短
期
大
学
卒
業
程
度
）
及
び
第
八
十
二
回
宮

城
県
職
員
採
用
試
験
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）
の
実
施�

　
　

七

〇
就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と
し
た
職
員
採
用
試
験
の
実
施�

　
　

七

規

則

　

中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
八
十
号

　
　
　

�

中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

（
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
改
正
）

第�

一
条　

中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　
　

第
四
条
第
五
項
中
「
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
〇
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

　

（
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第�

二
条　

中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
令
和
四
年
宮
城
県
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

附
則
第
二
項
中
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

　

�　

附
則
第
三
項
中
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
」

を
「
〇
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

こ
の
規
則
の
施
行
前
に
貸
付
け
の
決
定
を
受
け
た
高
度
化
資
金
又
は
機
構
貸
付
資
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
三
号

　

令
和
元
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
三
十
三
号
（
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
等
条
例
に
基
づ
く
補
償
基
礎
額
の
最
低
限

度
額
及
び
最
高
限
度
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日
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宮 城 県
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�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

年　

齢　

階　

層

最　

低　

限　

度　

額

最　

高　

限　

度　

額

二
十
歳
未
満

五
、
二
六
三
円

一
三
、
四
四
二
円

二
十
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満

五
、
八
七
二
円

一
三
、
四
四
二
円

二
十
五
歳
以
上
三
十
歳
未
満

六
、
三
八
〇
円

一
四
、
八
四
二
円

三
十
歳
以
上
三
十
五
歳
未
満

六
、
七
一
二
円

一
七
、
六
一
九
円

三
十
五
歳
以
上
四
十
歳
未
満

七
、
〇
七
八
円

二
〇
、
六
四
九
円

四
十
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満

七
、
二
六
八
円

二
一
、
九
七
一
円

四
十
五
歳
以
上
五
十
歳
未
満

七
、
四
三
三
円

二
二
、
八
八
六
円

五
十
歳
以
上
五
十
五
歳
未
満

七
、
二
九
〇
円

二
四
、
九
一
六
円

五
十
五
歳
以
上
六
十
歳
未
満

六
、
九
七
五
円

二
五
、
三
八
五
円

六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満

五
、
八
六
〇
円

二
一
、
三
一
四
円

六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満

四
、
〇
六
〇
円

一
六
、
〇
七
五
円

七
十
歳
以
上

四
、
〇
六
〇
円

一
三
、
四
四
二
円

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
等
）

１�　

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
等
条
例
に
基
づ

く
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
の
規
定
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

令
和
六
年
四
月
一
日
前
の
期
間
に
お
け
る
年
金
た
る
補
償
に
係
る
補
償
基
礎
額
及
び
休
業
補
償
に
係
る
補
償
基
礎

額
に
つ
い
て
は
、
改
正
前
の
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
等
条
例
に
基
づ
く
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及
び
最
高

限
度
額
の
規
定
は
、
同
日
以
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
四
号

　

平
成
八
年
宮
城
県
告
示
第
五
百
六
十
二
号
（
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
等
条
例
に
基
づ
く
介
護
補
償
の
額
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

表
常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
の
項
中
「
十
七
万
二
千
五
百
五
十
円
」
を
「
十
七
万
七
千
九
百
五
十
円
」
に
、「
七
万

七
千
八
百
九
十
円
」
を
「
八
万
千
二
百
九
十
円
」
に
改
め
、
同
表
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
の
項
中
「
八
万
六
千
二
百

八
十
円
」
を
「
八
万
八
千
九
百
八
十
円
」
に
、「
三
万
八
千
九
百
円
」
を
「
四
万
六
百
円
」
に
改
め
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
五
号

　

次
の
と
お
り
公
印
を
廃
止
し
た
。

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　

称

種　
　

類

用　
　

途

印　
　
　
　
　
　

影

廃
止
年
月
日

宮
城
県
仙
台

保
健
福
祉
事

務
所
長
之
印

岩
沼
支
所
用

地
方
機
関

長
　

印

一
般
文
書
用

令
和
六
年

�

三
月
三
十
一
日

宮
城
県
高
等

看
護
専
門
学

校
長
之
印

地
方
機
関

長
　

印

一
般
文
書
用

令
和
六
年

�

三
月
三
十
一
日

宮
城
県
女
性

相
談
セ
ン
タ

ー
所
長
之
印

地
方
機
関

長
　

印

一
般
文
書
用

令
和
六
年

�

三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
六
号



（3）　令和６年４月23日　火曜日 第496号宮　　城　　県　　公　　報
　

次
の
と
お
り
公
印
を
新
調
し
た
。

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　

称

種　
　

類

用　
　

途

印　
　
　
　
　
　

影

使
用
開
始
年
月
日

宮
城
県
知
事

印　

仙
台
保

健
福
祉
事
務

所
岩
沼
地
域

事
務
所
用

知

事

印

保
健
福
祉
事

務
所
地
域

事
務
所
用

令
和
六
年

�

四
月
一
日

宮
城
県
知
事

印　

中
央
児

相
談
所
黒
川

支
所
用

知

事

印

児
童
相
談
所

支

所

用

令
和
六
年

�

四
月
一
日

宮
城
県
知
事

職
務
代
理
者

印　

中
央
児

童
相
談
所
黒

所
川
支
所
用

知
事
職
務

代
理
者
印

児
童
相
談
所

支

所

用

令
和
六
年

�
四
月
一
日

宮
城
県
仙
台

保
健
福
祉
事

事
務
所
長
之

印　

岩
沼
地

域
事
務
所
用

地
方
機
関

長

印

一
般
文
書
用

令
和
六
年

�

四
月
一
日

宮
城
県
中
央

児
童
相
談
所

長
之
印　

黒

川
支
所
用

地
方
機
関

長

印

一
般
文
書
用

令
和
六
年

�

四
月
一
日

宮
城
県
女
性

相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長

之
印

地
方
機
関

長

印

一
般
文
書
用

令
和
六
年

�

四
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
七
号

　

理
容
師
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
四
号
）
第
十
一
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
管
理
理
容
師
資
格
認

定
講
習
会
及
び
美
容
師
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
三
号
）
第
十
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
管
理
美
容

師
資
格
認
定
講
習
会
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

講
習
会
の
主
催
者
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

公
益
財
団
法
人
理
容
師
美
容
師
試
験
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　

東
京
都
渋
谷
区
笹
塚
二
丁
目
一
番
六
号　
Ｊ
Ｍ
Ｆ
ビ
ル
笹
塚
〇
一
（
八
階
）

二　

講
習
会
の
日
程
及
び
会
場

　

１　

管
理
理
容
師
資
格
認
定
講
習
会

　
　

㈠　

日
程

　
　
　
　

令
和
六
年
九
月
三
十
日
（
月
）、
十
月
七
日
（
月
）、
及
び
十
月
二
十
一
日
（
月
）

　
　

㈡　

会
場

　
　
　
　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

　
　
　
　

仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
三
丁
目
三
番
七
号

　

２　

管
理
美
容
師
資
格
認
定
講
習
会

　
　

㈠　

日
程

　
　
　
　

令
和
六
年
九
月
三
十
日
（
月
）、
十
月
七
日
（
月
）、
及
び
十
月
二
十
一
日
（
月
）

　
　

㈡　

会
場
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東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

　
　
　
　

仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
三
丁
目
三
番
七
号

三　

受
講
料

　
　

一
人
に
つ
き
二
万
円

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
八
号

　

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
を
次
の
と
お
り

実
施
す
る
。

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

実
施
年
月
日

実　

施　

区　

域

検
査
受
付
時
間

実
施
の
場
所

令
和
六
年

六
月
四
日

加
美
町

宮
崎
・
小
野
田

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
一
時
三
十
分
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま

で
を
除
く
）

小
野
田
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

同
六
月
五
日

加
美
町

中

新

田

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま

で
を
除
く
）

加
美
町
中
新
田
体
育
館

　

同
六
月
十
日

気
仙
沼
市

気
仙
沼
・
階
上
・�

面
瀬
・
松
岩

午
前
十
一
時
か
ら

午
後
四
時
三
十
分
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま

で
を
除
く
）

松
岩
公
民
館

　

同
六
月
十
一
日

気
仙
沼
市

気
仙
沼
・
新
月

午
前
九
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま

で
を
除
く
）

気
仙
沼
市
魚
市
場
三
階

　

同
六
月
十
四
日

気
仙
沼
市

唐

桑

午
後
一
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま

で
を
除
く
）

唐
桑
総
合
支
所
駐
車
場

　

同
六
月
十
七
日

気
仙
沼
市

気

仙

沼
・�

鹿
折
・
大
島

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
三
十
分
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま

で
を
除
く
）

気
仙
沼
市
水
産
研
修
セ
ン
タ
ー

　

同
六
月
十
八
日

気
仙
沼
市

魚
市
場
周
辺

午
前
九
時
か
ら

午
後
三
時
三
十
分
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま

で
を
除
く
）

気
仙
沼
市
水
産
研
修
セ
ン
タ
ー

　

同
六
月
十
九
日

気
仙
沼
市

魚
市
場
周
辺

午
前
九
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま

で
を
除
く
）

気
仙
沼
市
水
産
研
修
セ
ン
タ
ー

　

同
六
月
二
十
四
日

気
仙
沼
市

本

吉

午
前
十
一
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま

で
を
除
く
）

本
吉
総
合
支
所
一
階

　

同
六
月
二
十
五
日

気
仙
沼
市

本

吉

午
前
十
一
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま

で
を
除
く
）

本
吉
総
合
支
所
一
階

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
九
号

　

仙
台
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
衆
の
縦
覧
に
供
す

る
。

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
道
路

　

２　

名
称　

三
・
四
・
六
十
二
号　

新
田
岩
切
駅
線

二　

都
市
計
画
の
変
更
の
種
別

　
　

廃
止

三　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
十
号

　

仙
台
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
公
園

　

２　

名
称

　
　
　

九
・
七
・
一
号　

海
岸
公
園

二　

縦
覧
場
所
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宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
十
一
号

　

塩
竈
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
衆
の
縦
覧
に
供
す

る
。

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
道
路

二　

都
市
計
画
の
変
更
の
種
別
及
び
名
称

　

１　

変
更　

　
　
　

名
称　

三
・
四
・
百
八
号　

塩
釜
駅
前
線

　
　
　
　
　
　

三
・
五
・
百
十
四
号　

宮
町
吉
津
線

　
　
　
　
　
　

三
・
五
・
百
十
五
号　

新
浜
町
杉
の
下
線

　
　
　
　
　
　

三
・
五
・
百
十
六
号　

尾
島
町
天
神
橋
線

　
　
　
　
　
　

三
・
六
・
百
二
十
号　

南
町
尾
島
町
線

　

２　

廃
止

　
　
　

名
称　

三
・
四
・
百
五
号　

新
富
町
牛
生
線

　
　
　
　
　
　

三
・
四
・
百
十
号　

東
塩
釜
吉
津
線

　
　
　
　
　
　

三
・
四
・
百
十
一
号　

玉
川
向
ヶ
丘
線

　
　
　
　
　
　

三
・
五
・
百
十
七
号　

願
成
寺
前
線

　
　
　
　
　
　

三
・
四
・
百
三
十
九
号　

新
田
南
錦
町
線

三　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
十
二
号

　

塩
竈
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
一
団
地
の
住
宅
施
設

　

２　

名
称

　
　
　

清
水
沢
一
団
地
の
住
宅
施
設

二　

都
市
計
画
の
変
更
の
種
別

　
　

廃
止

三　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
十
三
号

　

白
石
市
か
ら
仙
南
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

仙
南
広
域
都
市
計
画
用
途
地
域

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
十
四
号

　

多
賀
城
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年

法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆

の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
用
途
地
域

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
十
五
号

　

多
賀
城
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年

法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
衆
の
縦
覧
に
供



第496号　令和６年４月23日　火曜日 （6）宮　　城　　県　　公　　報

す
る
。

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
道
路

二　

都
市
計
画
の
変
更
の
種
別
及
び
名
称

　

１　

変
更　

　
　
　

名
称　

三
・
四
・
百
三
十
六
号　

高
崎
大
代
線

　
　
　
　
　
　

三
・
四
・
百
三
十
九
号　

新
田
南
錦
町
線

　
　
　
　
　
　

三
・
四
・
百
四
十
一
号　

笠
神
八
幡
線

　
　
　
　
　
　

三
・
四
・
百
四
十
二
号　

留
ケ
谷
八
幡
沖
線

　
　
　
　
　
　

三
・
五
・
百
四
十
七
号　

史
跡
連
絡
線

　

２　

廃
止

　
　
　

名
称　

三
・
四
・
百
五
号　

新
富
町
牛
生
線

　
　
　
　
　
　

三
・
四
・
百
四
十
三
号　

新
田
岩
切
駅
線

三　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
十
六
号

　

多
賀
城
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年

法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆

の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
公
園

　

２　

名
称

　
　
　

五
・
五
・
四
百
五
十
一
号　

中
央
公
園

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
十
七
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

白
石
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
南
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

三
・
四
・
九
号
白
石
沖
西
堀
線

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

宮
城
県
白
石
市
字
不
澄
ケ
池
及
び
字
延
命
寺
北
地
内

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
十
八
号

　

白
石
市
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
六
年
四
月
十
五
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

田　
　

村　
　

賢　
　

治　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
十
九
号

　

鶴
田
川
沿
岸
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
六
年
四
月
十
六
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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令
和
六
年
四
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

稲　
　

村　
　
　
　
　

伸　
　
　

人
事
委
員
会

〇
第
七
十
五
回
宮
城
県
職
員
採
用
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）
を
別
冊
１
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
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委
員
長　
　

西　
　

條　
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〇
宮
城
県
職
員
採
用
試
験（
大
学
卒
業
程
度
・
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者（
第
一
回
））を
別
冊
２
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

西　
　

條　
　
　
　
　

力　
　
　

〇
宮
城
県
職
員
採
用
試
験（
大
学
卒
業
程
度
・
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者（
第
二
回
））を
別
冊
３
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
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委
員
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西　
　

條　
　
　
　
　

力　
　
　

〇
第
七
十
五
回
宮
城
県
職
員
採
用
試
験
（
短
期
大
学
卒
業
程
度
）
及
び
第
八
十
二
回
宮
城
県
職
員
採
用
試
験
（
高
等
学

校
卒
業
程
度
）
を
別
冊
４
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

西　
　

條　
　
　
　
　

力　
　
　

〇
就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と
し
た
職
員
採
用
試
験
を
別
冊
５
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　

令
和
六
年
四
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

西　
　

條　
　
　
　
　

力　
　
　


